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第
１
回

定
例
会
開
催

　

３
月
三
芳
町
議
会
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か

ら
18
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
平
２1
年
度
三
芳
町
一
般
会
計

等
の
補
正
予
算
、
ま
た
平
成
22
年
度
三
芳
町
一

般
会
計
予
算
な
ど
17
件
の
議
案
、
同
意
２
件
、

が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

22
年
度
一
般
会
計
予
算　

　

財
政
状
況
悪
化

　

平
成
22
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
、

一
般
会
計
は
、
前
年
度
に
比
べ
３
．

１
％
（
約
３
億
４
千
８
百
万
円
）
増

の
１
１
５
億
６
千
万
円
で
す
。
増

加
分
は
国
の
施
策
の
子
ど
も
手
当

等
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
国
保
な

ど
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
、

１
８
２
億
円
、
ま
た
水
道
事
業
会
計

は
12
億
円
に
な
り
ま
す
。

　

世
界
経
済
危
機
の
影
響
で
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
歳
入
面
で
は
前
年

度
比
で
、
町
税
が
２
億
円
の
減
収
に

な
る
見
込
み
。
そ
の
不
足
分
は
財
政

調
整
基
金(

町
の
貯
金)

の
取
り
崩

し
が
５
億
４
千
万
円
、
及
び
臨
時
財

政
対
策
債
（
借
金
）
等
地
方
債
の
発

行
約
11
億
１
千
万
円
で
充
当
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
最
も
多
い
の
は
民

生
費
で
、
福
祉
や
保
育
に
使
わ
れ
る

お
金
で
す
。
社
会
保
障
経
費
等
が

年
々
の
増
加
傾
向
に
あ
り
、
前
年
度

比
で
18
・
７
％
増
加
、
新
規
事
業
の

「
子
ど
も
手
当
」
も
民
生
費
に
含
ま

れ
ま
て
い
ま
す
。

　

２
番
目
が
、
総
務
費
で
町
の
全
体

的
な
管
理
に
必
要
な
費
用
で
、
新
規
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上
富
在
住
の
町
田
勝
男
さ
ん

が
、
初
め
て
の
歌
集
『
み
よ
し

野
』
を
発
刊
し
ま
し
た
◆
歌
を

詠
む
き
っ
か
け
は
、
中
学
校
時

代
の
恩
師
と
啄
木
へ
の
思
い
が

原
点
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
◆
会

社
を
リ
タ
イ
ア
し
た
後
、
難
聴

の
身
で
歌
会
に
出
席
し
先
生
に

指
導
を
受
け
ま
し
た
◆
町
の
名

は
伊
勢
物
語
に
由
る
と
言
ふ
明

治
の
翁
に
業
平
あ
り
き
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外 国 人 参 政 権 Ｑ ＆ Ａ

Ｑ
２　

憲
法
で
は
、
参
政
権
を
「
国
民

固
有
の
権
利
」（
15
条
）
と
し
て
い
る

が
、
地
方
自
治
体
の
長
や
議
会
の
議
員

は
「
住
民
」
が
選
挙
（
93
条
）
す
る
の

で
は
？

Ａ　

憲
法
93
条
に
い
う
「
住
民
」
は
、

地
方
公
共
団
体
の
区
域
内
に
住
所
を
有

す
る
「
日
本
国
民
」
を
意
味
す
る
の
で
、

外
国
人
に
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｑ
３　

最
高
裁
は
永
住
外
国
人
に
対

し
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
選
挙
権
を

認
め
た
の
で
は
？

Ａ　

最
高
裁
判
決
の
「
本
論
」
と
は
直

接
関
係
な
い
「
傍
論
」
の
部
分
で
あ
り
、

判
例
と
し
て
の
効
力
を
持
っ
て
い
ま
せ

ん
。
園
部
逸
夫
・
元
最
高
裁
判
事
も
「
傍

論
を
重
視
し
た
り
す
る
の
は
、
主
観
的
な

批
評
に
過
ぎ
ず
、
判
例
の
評
価
と
い
う
点

で
は
、
法
の
世
界
か
ら
離
れ
た
俗
論
で
あ

る
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

Ｑ
４　

外
国
人
に
参
政
権
を
認
め
て
い
る

国
は
多
い
の
で
は
？

Ａ　

世
界
２
０
０
ヵ
国
の
う
ち
で
も
北
欧

諸
国
や
Ｅ
Ｕ
諸
国
等
、
特
殊
事
情
や
歴
史

背
景
が
あ
る
限
ら
れ
た
国
の
み
で
す
。

Ｑ
５　

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
は
日
本
人
と

同
様
の
生
活
を
し
て
い
る
。
地
方
参
政
権

ぐ
ら
い
認
め
て
あ
げ
た
ら
。

Ａ　

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
は
、
既
に
母
国

で
あ
る
韓
国
、
北
朝
鮮
で
参
政
権
を
持
っ

て
い
ま
す
。
日
本
で
認
め
る
と
２
つ
の
国

で
参
政
権
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
６　

外
国
人
参
政
権
問
題
を
解
決
す
る

議　　　案　　　 結　果
平成２１年度　補正予算関係　議案１号～４号 可決
こども医療費支給に関する条例の改正等議案５号～議案７号、 可決

三芳町道路線の廃止及び認定　　議案９号～１０号 可決
三芳町名誉町民の推挙について等　　同意１号～２号 可決
平成２２年度一般会計及び特別会計等予算　議案１１号～１７号 可決
ドッグラン設置の請願　第４号 可決

子ども手当の全額国庫負担を求める意見書　他３意見書 可決

永住外国人への地方参政権付与に関する意見書 否決

★可決された主な議案等★ 事
業
の
体
育
施
設
及
び
文
化
会
館
の

指
定
管
理
費
用
が
含
ま
れ
、
前
年
度

比
で
５
．
７
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
財
政
の
硬
直
化
が
一
層
進

む
と
考
え
ら
れ
、
緊
縮
型
財
政
運
営

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
、

新
年
度
に
お
い
て
各
種
施
策
が
適
切

に
執
行
さ
れ
る
か
、
し
っ
か
り
と
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
議
会
で
、
永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参

政
権
付
与
に
関
す
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
地
方
参
政
権
は
、
「
国
民
固
有
の
権

利
」
を
明
記
し
た
憲
法
に
違
反
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
々
増
加
す
る
外
国
籍
永
住

者
が
参
政
権
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
よ
っ
て
、

安
全
保
障
や
教
育
政
策
な
ど
中
央
・
地
方

が
密
接
に
関
わ
る
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
す

と
い
う
問
題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

主
要
な
論
点
の
み
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ
１　

税
金
を
払
っ
て
い
る
か
ら
地
方
参

政
権
ぐ
ら
い
認
め
る
べ
き
で
は
？

Ａ　

納
税
の
有
無
と
選
挙
権
は
無
関
係
。

納
税
は
あ
く
ま
で
道
路
、
水
道
、
消
防
、

警
察
等
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

の
対
価
で
付
与
の
理
由
に
な
り
ま
せ
ん
。

た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
で
す
か
。

Ａ　

自
ら
の
国
に
帰
る
気
が
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
「
帰
化
」
す

る
こ
と
が
最
良
の
解
決
方
法
。

韓
国
政
府
首
脳
も
同
様
の
発
言

を
し
て
い
ま
す
。　


